
などの構造物の被災状況を目の当たりにして，溶接・接合技術の重要性を改めて再確認させられました。この間，溶接部の品質に関する多くの議論が展開され，技術基準や規格の制定，新しい溶接材料の開発などが活発に行われました。＊近年，中国，台湾，韓国をはじめ東南アジア諸国の著しい経済成長は，これら地域における溶接材料の需要を大きく拡大する一の根幹をなす極めて重要な技術であることは言うまでもありません。当社は，わが国の溶接材料トップメーカとして，この分野の発展「KENIFINE」などの最新の素材および技術はいかがだっ




